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研究成果の概要（和文）：被虐待児が親世代になるとその子どもに対して虐待を行う傾向があると言われている
ため、虐待のメカニズムを理解し、予防することは重要な課題である。そこで、本研究では虐待の連鎖のメカニ
ズムを明らかにするために、オキシトシンに着目し、母親の幼少期ストレスが妊娠期の血中オキシトシン濃度に
どのように影響を与え、母子関係形成や養育行動にどう影響するのかを明らかにする。その結果、母親の幼少期
の逆境的体験とオキシトシン濃度の間で相関は見られなかった。

研究成果の概要（英文）：Understanding and preventing the mechanisms of abuse is an important issue, 
since abused children tend to commit abuse against their parents' children when they reach the 
parental generation. Therefore, in order to clarify the mechanism of the chain of abuse, this study 
focuses on oxytocin to clarify how maternal childhood stress affects blood oxytocin levels during 
pregnancy and how it affects mother-child relationship formation and child-rearing behavior. Results
 showed no correlation between maternal childhood adversary experiences and oxytocin concentrations.

研究分野： 公衆衛生学

キーワード： オキシトシン　逆境的児童期体験 　JECS　子育て　Mother-infant bonding
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、幼少期ストレスが妊娠期の血中オキシトシン濃度にどのように影響を与え、母子関係形成や養育行
動にどう影響するのかを明らかにすることを目的とした。その結果、幼少期ストレスがオキシトシンに影響を与
えないこと、幼少期ストレスと養育行動に関連は見られなかった。このことは、本研究では虐待の連鎖が見られ
なかったことを意味するかもしれない。これらの結果より、虐待行為は連鎖があると言われるものの、虐待行為
の予防のためには母親の過去の経験よりも他のリスクファクターを調べることが重要であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在、子どもの虐待が大きな問題である。被虐待児が成長し、親になると、その子供に対して虐待を行

う「虐待の連鎖」があるため、虐待の増加は現世代だけではなく、次世代以降へと続く問題である。その
ため、虐待を予防し、虐待の連鎖を断ち切ることが重要な課題である。これまでの研究より、オキシトシ
ンが養育行動に関わり、幼少期ストレスを受けることでオキシトシン受容体に変化を起こすことが分かっ
ている。そのため、幼少期の被虐待経験がオキシトシン受容体に影響を与え、養育行動変容を起こし、
虐待へつながると考えられる。 
 
２．研究の目的 
しかし、ヒトにおいて虐待の連鎖にオキシトシンが関わっているかどうかは明らかとなっていない。そこ

で、本研究では「虐待の連鎖にオキシトシンが関与していると仮定し、親の受けた幼少期ストレスが妊娠
期の血中オキシトシン濃度にどのように影響を与え、養育行動や子どもの発達に影響するのかを明らか
にする」ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 幼少期ストレスの評価 
本研究では、エコチル追加調査「オキシトシン・コルチゾールの母子関係形成子どもの精神発

達に与える影響」に同意した鳥取県米子市に在住の 840 名の母親に対して幼少期ストレスに関
する質問表（CATS）を送付し、回答していただく。回収したアンケート回答より幼少期ストレス
スコアを計算し、母親が幼少期に受けたストレスの量を推定する。 
 
(2) オキシトシン濃度測定 
血中オキシトシン濃度を測定するために、母親より回収した、妊娠前期・中後期・出産直後の

血清に対し、Enzyme-Linked ImmunoSorbent Assay (ELISA) 法によって血中オキシトシン濃度
を測定する。 
 
(3) 解析 
（１）・（２）で得られた結果をもとに、幼少期ストレス尺度の大きさと血中オキシトシン濃度の
間に相関関係があるかどうかを調べる。特に、幼少期ストレス尺度を因子分析し、３つの因子を
抽出する。これらのうちどの要素がオキシトシン濃度に関連するかを調べる。養育行動および母
子関係形成は、エコチル質問表中にある出産一年後の「赤ちゃんへの気持ち質問票」の結果を用
いる。赤ちゃんへの気持ち質問票は因子分析を行い、２つの因子（愛情の欠如指数（LA）と子ど
もの拒否指数（AR））を抽出する。 
 
４．研究成果 
(1) 幼少期ストレスの評価 
本研究では、エコチル追加調査「オキシトシン・コルチゾールの母子関係形成子どもの精神発

達に与える影響」に同意した鳥取県米子市に在住の 840 名の母親に対して幼少期ストレスに関
する質問表を送付したところ、549 人から回答が得られた。 
CATS の回答に対し因子分析を行い、３つの因子を抽出した。質問内容との関連から、３つの因
子をそれぞれ NEGLECT, PUNISHMENT, Sexual Abuse と定義し、以後の解析に用いた。 
(2) 幼少期ストレスとオキシトシン濃度の関係 
4 分位数を用いて、それぞれのスコアをグループ分けし、平均オキシトシン濃度を測定した。

その結果、幼少期ストレスとオキシトシン濃度の間で一定の傾向は見られたものの、優位な関連
は見られなかった（図１）。 



図 1. 幼少期ストレスと母親の妊娠中・産後オキシトシン濃度との関連 
MT1 は妊娠前期、MT2 は妊娠中後期、M1M は出産１ヶ月後のオキシトシン濃度を示す。それぞれ
のスコアを 4分位数を用いて４つのグループに分け、平均オキシトシン濃度を測定した。 
 
(3) 幼少期ストレスと母子関係形成との関係 
幼少期ストレスと母子関係形成について調べるために、生後 1年後の Mother-Infant bonding 

Index と CATS との相関を調べた。その結果、優位な相関は見られたものの、相関係数は極めて
低いということが明らかとなった（表 1）。 
 AR LA NEG PUN SA 

AR 1.00 0.60* 0.14* 0.13* 0.06 

LA 0.60* 1.00 0.08 0.10* -0.01 

NEG 0.14* 0.08 1.00 0.72 0.36 

PUN 0.13* 0.10* 0.72 1.00 0.41 

SA 0.06 -0.01 0.36 0.41 1.00 

表 1 生後 1年後の Mother-Infant bonding Index と CATS との相関 
黄色は有意な Pearson の相関係数を示す。統計学的な検定は無相関の検定により行った。AR: 
Anger and Rejection; LA: Lack of Affection; NEG: NEGLECT; PUN: PUNISHMENT; SA: Sexual 
Abuse 
 
以上の結果より、幼少期ストレスとオキシトシン、幼少期ストレスと養育行動で有意な関連は

見いだせなかった。本研究では以下の限界点が存在する。まず、本研究はエコチル参加者にのみ
限っているため、バイアスが生じる可能性がある。また、JECS 参加者は、不利な子供時代の経
験に対するレジリエンスを有している可能性がある。さらに幼少期ストレスを参加者に思い出
してもらって計測したため、思い出しバイアスがある可能性がある。 

PUNISHMENT scores were 
separated using 1st quartile, 
2nd quartile and 3rd quartile.
Mean oxytocin conc. and sem
were calculated in each group.
There were no significant 
difference.
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NEGLECT scores were separated 
using 1st quartile, 2nd quartile and 
3rd quartile.
Mean oxytocin conc. and sem
were calculated in each group.
Although there were no significant 
difference, we can see the 
tendency of negative correlation.
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SEXUAL ABUSE scores were 
separated using 1st quartile, 
2nd quartile and 3rd quartile.
Mean oxytocin conc. and sem
were calculated in each group.
There were no significant 
difference.
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